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はじめに

WinTrim は、Windows のレジストリを操作して不要なサービスの無効化やパフォーマンスの最適化を行うツールです。
初心者の方でも安全に操作できるよう、トグルスイッチによる直感的な操作と、万が一のためのバックアップ・復元機能

を備えています。

重要： WinTrim はレジストリを直接書き換えます。操作前に必ずバックアップを作成することを推奨します。

動作要件

項目 要件

OS Windows 10 / Windows 11

権限 管理者（Administrator）権限

.NET .NET 10 ランタイム

起動方法と管理者権限について

WinTrim を起動すると、Windows の UAC（ユーザーアカウント制御）ダイアログが表示されます。
「はい」を選択して管理者権限を付与してください。

管理者権限はアプリ起動時に一度だけ要求されます。途中で再度求められることはありません。

権限が付与されない場合、レジストリへの書き込みができないため一部の機能が動作しません。
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画面構成

各部の説明

部品 説明

左サイドバー カテゴリを選択します。クリックすると右側の一覧が切り替わります。

プリセットバー よく使う設定のセットを一括適用できます。

トグルスイッチ（有効

列）
ON にすると最適化を適用、OFF にすると元の状態に戻します。

バッジ「即時反映」 トグル操作直後に効果が反映される項目です。

バッジ「Explorer再起動
後」

エクスプローラーを再起動すると効果が反映される項目です。

ステータスバー（下部）
操作結果やメッセージが表示されます。右側には現在ホバー中の項目のレジストリパスが

表示されます。

バックアップ作成ボタン 任意の名前を付けて現在の状態を保存します。

復元ボタン 保存したバックアップを選択して元の状態に戻します。

各項目の詳細説明

トグルを ON にすると最適化が適用されます（記載の効果が得られます）。
トグルを OFF にすると設定がデフォルト値に戻ります。

診断・追跡

診断データ追跡（テレメトリ）
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項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\DiagTrack

変更する

値
Start : 2（デフォルト）→ 4（無効）

効果
Windowsの利用状況やエラーログをMicrosoftへ送信するサービスを無効化。CPUの突発的な負荷と無駄
なネットワーク通信を削減します。

反映タイ

ミング
再起動後

Windows エラー報告

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\WerSvc

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
アプリがクラッシュした際のエラーレポート生成・送信を無効化。ディスクへの無駄な書き込みを削

減します。

反映タイミン

グ
再起動後

テレメトリの完全遮断（ポリシー）

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\DataCollection

変更する値 AllowTelemetry : 0 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
テレメトリ送信をポリシーレベルで完全に遮断。「診断データ追跡」と組み合わせて使用するとより効

果的です。

反映タイミン

グ
再起動後

Windows Health and Optimized Experiences

項目 内容

操作す

るレジ

ストリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\WHESVC

変更す

る値
Start : 2（デフォルト）→ 4（無効）

効果
システムの状態を継続的に監視し最適化提案や自動修復を行う2025年以降追加のサービスを無効化。常時稼
働するバックグラウンド処理を停止しCPU/ディスク負荷を削減します。
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項目 内容

反映タ

イミン

グ

再起動後

セキュリティ

Cortana の完全無効化

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\Windows Search

変更する値 AllowCortana : 0 に設定（デフォルト: 値なし）

効果 Cortanaのバックグラウンド待機プロセスを停止し、メモリとCPUを解放します。

反映タイミング 再起動後

Windows Insider

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\wisvc

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
Windowsのベータ版テストプログラム管理サービスを無効化。プレビュー版アップデートの無駄なチェ
ック動作をカットします。

反映タイミ

ング
再起動後

スマートカード認証

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SCardSvr

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
ICカードリーダーによる認証サービスを無効化。e-Taxなどでカードリーダーを使用しない環境でメモ
リを節約します。

反映タイミン

グ
再起動後

⚠️ 注意 e-Tax 等でICカードリーダーを使用する場合は OFF のままにしてください。

ネットワーク

リモートレジストリ
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項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\RemoteRegistry

変更する値 Start : 4（デフォルト）→ 4（無効）

効果
ネットワーク越しに外部からレジストリを操作される機能を無効化。セキュリティを向上させま

す。

反映タイミング 再起動後

ルーティングと遠隔操作

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\RemoteAccess

変更する値 Start : 4（デフォルト）→ 4（無効）

効果
PCをルーターとして動作させたりVPN接続を管理するプロ向け機能を無効化。単体PCでは不要で
す。

反映タイミング 再起動後

オフラインマップ管理

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\MapsBroker

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
Windowsマップアプリのオフライン地図データ管理サービスを無効化。デスクトップ環境では不要
です。

反映タイミング 再起動後

モバイルホットスポット

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\icssvc

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果 PCをWi-Fi親機にするテザリング機能を無効化。有線LAN環境では不要です。

反映タイミング 再起動後

ネットワーク遅延（レイテンシ）の最小化

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parameters
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項目 内容

変更する値
TcpAckFrequency : 1 に設定（デフォルト: 値なし）
TCPNoDelay : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
TCPのパケットをまとめて送る処理（Nagleアルゴリズム）を無効化。オンラインゲームの応答速度
（Ping）を改善します。

反映タイミ

ング
再起動後

不要な IPv6 通信の無効化

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip6\Parameters

変更する値 DisabledComponents : 32 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
IPv4通信を優先させ、DNS解決の無駄な待ち時間を削減。ブラウジングとゲームの応答速度を改善し
ます。

反映タイミン

グ
再起動後

⚠️ 注意 IPv6が必要な環境（一部の法人ネットワーク等）では OFF にしてください。

ネットワークスロットリングの解除

項目 内容

操作するレジス

トリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows
NT\CurrentVersion\Multimedia\SystemProfile

変更する値 NetworkThrottlingIndex : 値なし（デフォルト）→ 0xFFFFFFFF（無制限）

効果
マルチメディア再生中に予約されるネットワーク帯域の制限を解除し、ゲーム中の通信制限を撤廃

します。

反映タイミング 再起動後

DNSキャッシュの保持時間延長

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Dnscache\Parameters

変更する値 MaxCacheTtl : 値なし（デフォルト: 内部既定値1日）→ 604800（1週間）

効果
DNSキャッシュの保持時間を延長し、名前解決の回数を減らしてブラウジングをスムーズにしま
す。

反映タイミング 再起動後

TCP/IPの再送タイムアウト調整
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項目 内容

操作するレジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parameters

変更する値 TcpMaxDataRetransmissions : 5（デフォルト）→ 3

効果 パケット未達時の再送回数を減らし、通信エラーからの復帰を早めます。

反映タイミング 再起動後

ネットワーク上のフォルダ表示高速化

項

目
内容

操

作

す

る

レ

ジ

ス

ト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\RemoteComputer\NameSpace\
{2227A280-3AEA-1069-A2DE-08002B30309D}

変

更

す

る

値

キー自体を削除（無効化時はキーを復元）

効

果

ネットワークコンピューターを開いた際に「スケジュールされたタスク」フォルダの列挙をスキップし、共有フォル

ダの表示速度を上げます。

反

映

タ

イ

ミ

ン

グ

Explorer再起動後

リモートデスクトップの描画高速化

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Terminal Server Client

変更する値 BitmapCachePersistEnable : 値なし（デフォルト）→ 1

効果
リモートデスクトップ接続時に画面の一部をローカルにキャッシュし、再描画（再送信）を減らして

応答性を改善します。

反映タイミン

グ
再起動後
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QoSパケットスケジューラの制限解除

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\Psched

変更する値 NonBestEffortLimit : 値なし（デフォルト）→ 0

効果
QoS対応アプリ向けに予約されている帯域の割り当てを解放し、通常の通信で使える帯域を増やし
ます。

反映タイミング 再起動後

周辺機器

印刷マネージャー（スプール）

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Spooler

変更する値 Start : 2（デフォルト）→ 4（無効）

効果 印刷データ管理サービスを無効化。プリンターを使用しない環境でリソースを解放します。

反映タイミング 再起動後

⚠️ 注意 プリンターを使用する場合は OFF にしてください。

Xbox Live 認証マネージャー / ゲームセーブ / ネットワーキングサービス / アクセサリ管理

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\XblAuthManager
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\XblGameSave
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\XboxNetApiSvc
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\XboxGipSvc

変更する

値
各サービスの Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
Xbox関連サービスをすべて無効化。PCでXboxアプリやMicrosoft Storeのゲームを使用しない環境でバッ
クグラウンド負荷を削減します。

反映タイ

ミング
再起動後

⚠️ 注意 Microsoft Store のゲームやXboxアプリを使用する場合は OFF にしてください。

センサーサービス / センサーデータサービス

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SensorService
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SensorsDataService
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項目 内容

変更する

値
各サービスの Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
照度センサー・加速度センサー等の管理サービスを無効化。デスクトップPCではセンサー自体が搭載され
ていないため不要です。

反映タイ

ミング
再起動後

スキャナー・カメラ取り込み（WIA）

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\stisvc

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
スキャナーや一部のデジタルカメラからの画像取り込みサービスを無効化。スキャナーを使用しない環

境で不要な待機処理を停止します。

反映タイミ

ング
再起動後

⚠️ 注意 スキャナーや複合機のスキャン機能を使用する場合は OFF にしてください。

システム管理

Windows 検索インデックス

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\WSearch

変更する値 Start : 2（デフォルト）→ 4（無効）

効果
ファイル検索用インデックスを常時作成するサービスを無効化。SSD環境でストレージ負荷100%現象
を完全に防止します。

反映タイミ

ング
再起動後

⚠️ 注意 HDD環境では検索が遅くなる場合があります。SSD搭載PCのみ推奨です。

Windows 標準バックアップ

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SDRSVC

変更する値 Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
Windowsのスケジュールバックアップサービスを無効化。OneDriveなど外部バックアップを利用してい
る場合に重複処理を削減します。
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項目 内容

反映タイミ

ング
再起動後

⚠️ 注意 Windowsの標準バックアップ機能を使用している場合は OFF にしてください。

ファイル履歴管理

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\fhsvc

変更する

値
Start : 3（デフォルト）→ 4（無効）

効果
ファイル変更を常時監視して過去バージョンを保存するサービスを無効化。ストレージへの書き込み負

荷を削減しSSDの寿命を延ばします。

反映タイ

ミング
再起動後

分散リンク追跡クライアント

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\TrkWks

変更する

値
Start : 2（デフォルト）→ 4（無効）

効果
ネットワーク内でファイルが移動してもショートカットが切れないよう追跡するサービスを無効化。単体

PCでは不要です。

反映タイ

ミング
再起動後

⚠️ 注意
このキーはWindowsのACL（アクセス制御）により書き込みが拒否される場合があります。その場合はス
テータスバーにメッセージが表示されます。

自動メンテナンスの無効化

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\Schedule\Maintenance

変更する

値
MaintenanceDisabled : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
PCの空き時間に自動実行されるセキュリティスキャン・ディスク最適化・アップデートチェックを無効
化。ゲーム中・作業中の突発的な重さを防止します。
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項目 内容

反映タイ

ミング
再起動後

Windows Update の強制自動再起動を禁止

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\WindowsUpdate\AU

変更する値 NoAutoRebootWithLoggedOnUsers : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
アップデート完了後にログオン中のユーザーがいても強制再起動されるのを防止。作業中のデータ消失

を阻止します。

反映タイミ

ング
再起動後

シャットダウン時のサービス強制終了を高速化

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control

変更する値 WaitToKillServiceTimeout : "5000"（デフォルト）→ "2000"

効果
シャットダウン時にOSがサービスの終了を待つ上限時間を5秒から2秒に短縮。電源が切れるスピー
ドが向上します。

反映タイミン

グ
即時反映（次のシャットダウンから有効）

フリーズしたアプリの自動強制終了

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Desktop

変更する値 AutoEndTasks : "0"（デフォルト）→ "1"

効果
アプリが「応答なし」になった際にOSが自動でプロセスを強制終了。PC全体の巻き込みフリーズ
を防止します。

反映タイミング 即時反映

アプリの強制終了を早める

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Desktop

変更する値 WaitToKillAppTimeout : "5000"（デフォルト）→ "2000"

効果 シャットダウンやログオフの際、アプリの自然終了を待つ時間を5秒から2秒に短縮します。
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項目 内容

反映タイミング 即時反映（次のシャットダウン・ログオフから有効）

デスクトップの再描画高速化（フリーズ判定短縮）

項目 内容

操作するレジスト

リ
HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Desktop

変更する値 HungAppTimeout : "5000"（デフォルト）→ "1000"

効果
アプリを「応答なし」と判定するまでの時間を5秒から1秒に短縮し、フリーズ判定を早めま
す。

反映タイミング 即時反映

キーボードの入力リピート速度向上

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Keyboard

変更する値 KeyboardDelay : "1"（デフォルト）→ "0"

効果
キーを押し続けてから連続入力（リピート）が始まるまでの待ち時間を最短にし、タイピングの反

応を速めます。

反映タイミング 即時反映

OneDriveの常駐解除

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\OneDrive

変更する値 DisableFileSyncNGSC : 値なし（デフォルト）→ 1

効果
OneDriveをファイルストレージとして使用できないようにし、常駐同期プロセスの起動そのものを止め
ます。

反映タイミ

ング
再起動後

⚠️ 注意
OneDriveでファイルを同期している場合は OFF のままにしてください。有効化するとOneDrive機能自
体が使えなくなります。

バックグラウンドアプリの一括無効化

項

目
内容

操

作

す

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\BackgroundAccessApplications
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項

目
内容

る

レ

ジ

ス

ト

リ

変

更

す

る

値

GlobalUserDisabled : 値なし（デフォルト）→ 1

効

果

Windows 11では設定アプリからアプリごとの個別設定しかできなくなった「バックグラウンドで実行するアプ
リ」を、ポリシーで一括無効化します。ストアアプリ等のバックグラウンド更新・通信を止めCPUとバッテリー
を節約します。

反

映

タ

イ

ミ

ン

グ

再起動後

パフォーマンス

GPU処理優先度の最大化

項目 内容

操作するレジ

ストリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows
NT\CurrentVersion\Multimedia\SystemProfile\Tasks\Games

変更する値
GPU Priority : 2（デフォルト）→ 8
Scheduling Category : "Medium"（デフォルト）→ "High"

効果 GPUの処理優先順位をOSレベルで最上位に引き上げ。ゲームのFPS向上とカクつきを低減します。

反映タイミン

グ
再起動後

CPUコアパーキング（省電力待機）の解除

項目 内容

操作

する

レジ

スト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Power\PowerSettings\54533251-82be-
4824-96c1-47b60b740d00\0cc5b647-c1df-4637-891a-dec35c318583

manual.md 2026-10-04

13 / 24



項目 内容

変更

する

値

Attributes : 1（デフォルト）→ 0

効果
電源オプションにコアパーキング設定を出現させ、全CPUコアを常にスタンバイ状態に設定できるようにしま
す。急な高負荷処理への応答速度が向上します。

反映

タイ

ミン

グ

再起動後

ファイルシステムキャッシュ最大化

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Session Manager\Memory Management

変更する

値
LargeSystemCache : 0（デフォルト）→ 1

効果
Windowsがファイルキャッシュへ割り当てるメモリ量を最大化。ファイルI/Oが多い作業環境でのディス
クアクセス速度を向上させます。

反映タイ

ミング
再起動後

カーネルの物理メモリ常駐

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Session Manager\Memory Management

変更する値 DisablePagingExecutive : 0（デフォルト）→ 1

効果
Windowsカーネルをページファイルへ書き出さず常に物理メモリに保持。スワップを排除しシステム全
体のレスポンスを向上させます。

反映タイミ

ング
再起動後

メニュー表示の高速化

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Desktop

変更する値 MenuShowDelay : "400"（デフォルト）→ "20"

効果
コンテキストメニューの表示遅延を400msから20msに短縮。右クリックメニューがサクサク開くよ
うになります。
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項目 内容

反映タイミング 即時反映

スタートアップ遅延の無効化

項目 内容

操作

する

レジ

スト

リ

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Serialize

変更

する

値

StartupDelayInMSec : 0 に設定（デフォルト: 値なし）
WaitForIdleState : 0 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
Windows起動直後にエクスプローラーがスタートアップアプリを意図的に遅らせる動作を無効化。起動後すぐ
にすべてのスタートアップアプリが起動します。

反映

タイ

ミン

グ

再起動後

デスクトップの応答性を最優先にする

項目 内容

操作するレジ

ストリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows
NT\CurrentVersion\Multimedia\SystemProfile

変更する値 SystemResponsiveness : 20（デフォルト）→ 10

効果
Windowsがバックグラウンド処理に割くリソースの割合を20%から10%に削減。操作中のアプリへ
CPUパワーを集中させます。

反映タイミン

グ
再起動後

パワースロットリングの完全無効化

項目 内容

操作す

るレジ

ストリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Power\PowerThrottling

変更す

る値
PowerThrottlingOff : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
バックグラウンドアプリのCPUクロックや電圧を引き下げる省電力機能を無効化。エンコード・ゲーム等の
処理速度を常時最大に維持します。
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項目 内容

反映タ

イミン

グ

再起動後

電源プランを「究極のパフォーマンス」にする

項目 内容

操作方法 レジストリではなく powercfg.exe コマンドで電源プランを切り替え

変更する値
電源プランを「バランス」→ 隠しテンプレート「究極のパフォーマンス」を複製したプランに切り替
え

効果
バランスプランが行うCPU・USB等の細かな省電力制御を排除し、常にハードウェアの性能を最大ま
で引き出します。

反映タイミン

グ
即時反映

⚠️ 注意
ノートPCではバッテリー消費が増加します。バッテリー駆動を重視する場合は OFF のままにしてくだ
さい。

Superfetch（SysMain）

項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SysMain

変更する

値
Start : 2（デフォルト）→ 4（無効）

効果
頻繁に使うアプリをRAMに先読みするサービスを無効化。SSD環境では先読みの効果が薄く、バックグラ
ウンドの書き込み負荷のみ増加するため無効化を推奨します。

反映タイ

ミング
再起動後

⚠️ 注意 HDD環境では先読みが有効に機能するため、HDD使用中は OFF のままを推奨します。

マウスホバーの応答時間短縮

項目 内容

操作するレジスト

リ
HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Mouse

変更する値 MouseHoverTime : "400"（デフォルト）→ "10"

効果
マウスカーソルをアイコンやボタンに乗せてからツールチップが表示されるまでの待機時間を短

縮します。

反映タイミング 即時反映

ウィンドウプレビューの高速化
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項目 内容

操作する

レジスト

リ

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Advanced

変更する

値
ExtendedUIHoverTime : 値なし（デフォルト）→ 10

効果
タスクバーアイコンにマウスを置いてからウィンドウのサムネイルプレビューが表示されるまでの待機時

間を短縮します。

反映タイ

ミング
Explorer再起動後

ウィンドウアニメーション効果の無効化（Aeroスナップ含む）

項目 内容

操作するレジス

トリ
HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Desktop\WindowMetrics

変更する値 MinAnimate : "1"（デフォルト）→ "0"

効果
ウィンドウの最小化・最大化・復元やAeroスナップ時のアニメーションを無効化し、キビキビした
操作感にします。

反映タイミング Explorer再起動後

高速スタートアップの有効化

項目 内容

操作す

るレジ

ストリ

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Session Manager\Power

変更す

る値
HiberbootEnabled : 0（デフォルト扱い）→ 1

効果
シャットダウン時にカーネルセッション情報を保存し、次回起動を高速化します。多くの環境で既定から有

効になっているため、誤って無効化してしまった場合の復旧用としても使えます。

反映タ

イミン

グ

再起動後

USBセレクティブサスペンドの無効化

項目 内容

操作方法 レジストリではなく powercfg.exe コマンドで電源設定値（AC/DC）を変更

変更する

値
元の値（機種により異なる。トグルON時点の値を記憶）→ 0（無効）

効果
USBポート上の各デバイスをアイドル時に個別休止させる省電力機能を無効化。マウスやオーディオ機器の
入力遅延・瞬断トラブルを防止します。
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項目 内容

反映タイ

ミング
即時反映

⚠️ 注意
OFFにすると、ONにした時点の値へ戻します。アプリを再起動してからOFFにしても正しく復元されます
（%AppData%\WinTrim\PowerCfgRemembered.jsonに記憶）。

PCIe省電力管理(ASPM)の無効化

項目 内容

操作方法 レジストリではなく powercfg.exe コマンドで電源設定値（AC/DC）を変更

変更する

値
元の値（機種により異なる。トグルON時点の値を記憶）→ 0（オフ）

効果
PCI Expressのリンク電力状態を段階的に落とす省電力機能（ASPM）を無効化。GPUやNVMe SSDのレイ
テンシ増加やフレームドロップを防止します。

反映タイ

ミング
即時反映

⚠️ 注意
消費電力はやや増加します。ノートPCでバッテリー駆動時間を重視する場合はOFFのままにしてくださ
い。復元の仕組みはUSBセレクティブサスペンドと同様です。

ハードディスクの電源切断タイマー無効化

項目 内容

操作方法 レジストリではなく powercfg.exe コマンドで電源設定値（AC/DC）を変更

変更する値 元の値（機種により異なる。トグルON時点の値を記憶）→ 0（無効・常にオン）

効果
無操作時にハードディスクの電源を切る省電力機能を無効化。復帰時のスピンアップ待ちや切断エラー

を防止します。SSDには影響しません。

反映タイミ

ング
即時反映

⚠️ 注意 SSDのみを搭載したPCでは効果がありません。復元の仕組みはUSBセレクティブサスペンドと同様です。

ファイルシステム

フォルダ表示の高速化（拡張子整形スキップ）

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Advanced

変更する値 DontPrettyPrintFileExtensions : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
エクスプローラーの拡張子整形処理をスキップし、大量ファイルのフォルダを開く際の表示速度を改善

します。

反映タイミ

ング
Explorer再起動後
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8.3形式ファイル名の無効化

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\FileSystem

変更する値 NtfsDisable8dot3NameCreation : 0（デフォルト）→ 1

効果
旧DOS形式の8.3形式ショートファイル名の自動生成を無効化。NTFS のファイル操作処理速度が改善
します。

反映タイミン

グ
再起動後

NTFSの最終アクセス日時更新を停止

項目 内容

操作するレジスト

リ
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\FileSystem

変更する値 NtfsDisableLastAccessUpdate : 0（デフォルト）→ 1

効果
ファイルを開くたびに発生する最終アクセス日時の書き込みを抑止し、ディスク負荷を減らしま

す。

反映タイミング 再起動後

エクスプローラーの別プロセス実行

項目 内容

操作す

るレジ

ストリ

HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Advanced

変更す

る値
SeparateProcess : 0（デフォルト）→ 1

効果
フォルダウィンドウを別プロセスで実行し、1つのフォルダがフリーズ・クラッシュしてもデスクトップ全
体への影響を防ぎます。

反映タ

イミン

グ

Explorer再起動後

UIカスタマイズ

Win11 右クリックメニューを旧仕様に戻す

項目 内容

操作するレジ

ストリ

HKEY_CURRENT_USER\Software\Classes\CLSID\{86ca1aa0-34aa-4e8b-a509-
50c905bae2a2}\InprocServer32

変更する値 既定値（@）: 空文字列 に設定（無効化時はキーを削除）
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項目 内容

効果
Windows 11の簡略化された右クリックメニューを廃止し、「その他のオプション」を押さずに全メニ
ューを最初から表示します。

反映タイミン

グ
Explorer再起動後

スタートメニューのBing検索を無効化

項目 内容

操作するレジスト

リ
HKEY_CURRENT_USER\Software\Policies\Microsoft\Windows\Explorer

変更する値 DisableSearchBoxSuggestions : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
スタートメニュー検索時のBing候補取得を無効化。余計な通信をカットし検索動作を軽くしま
す。

反映タイミング Explorer再起動後

タスクバーの時計に秒を表示

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer\Advanced

変更する値 ShowSecondsInSystemClock : 0（デフォルト）→ 1

効果 タスクバーの時計表示を「時:分」から「時:分:秒」のリアルタイム表示に変更します。

反映タイミング Explorer再起動後

起動時のロック画面をスキップ

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Windows\Personalization

変更する値 NoLockScreen : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果 PC起動時の風景画面（ロック画面）をスキップし、パスワード入力画面へ即移行します。

反映タイミング 再起動後

スタートメニューの「おすすめ」を非表示

項目 内容

操作するレ

ジストリ
HKEY_CURRENT_USER\Software\Policies\Microsoft\Windows\Explorer

変更する値 HideRecommendedSection : 1 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
スタートメニュー下部の「おすすめ」「最近使ったファイル」エリアを非表示にし、ピン留めアプリの

みスッキリ表示します。

反映タイミ

ング
Explorer再起動後
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通知バナーの完全無効化

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\PushNotifications

変更する値 ToastEnabled : 0 に設定（デフォルト: 値なし）

効果
通知ポップアップの描画処理を根本から遮断。ゲーム中の邪魔と通知処理による負荷を完全に排除し

ます。

反映タイミン

グ
再起動後

通知バナーの表示時間を最短にする

項目 内容

操作するレジストリ HKEY_CURRENT_USER\Control Panel\Accessibility

変更する値 MessageDuration : 5 に設定（デフォルト: 値なし）

効果 通知バナーの自動消去時間を最短5秒に設定。作業の視界を邪魔しません。

反映タイミング 即時反映

「ショートカット」の文字を消す

項目 内容

操作するレジ

ストリ
HKEY_CURRENT_USER\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Explorer

変更する値 link（バイナリ値）: 1E 00 00 00（デフォルト）→ 00 00 00 00

効果
新規ショートカット作成時に自動で付与される「- ショートカット」の文字列を付けないようにしま
す。

反映タイミン

グ
Explorer再起動後

⚠️ 注意
設定変更後に新規作成するショートカットのみが対象です。既存のショートカットのファイル名は変

わりません。

自動保存データ（バックアップ・復元用）

このカテゴリは他の項目と異なり、トグルスイッチではなく専用の管理画面が表示されます。パソコンを元に戻したり

（システムの復元ポイント）、バックアップソフトが一時的にデータを保存したりするためにWindowsが自動でディスク上
に蓄積しているデータ（シャドウ コピー）を確認・削除する機能です。

画面の内容

項目 内容

削除で空く見込み容量
現在保存されている自動保存データのうち、削除すれば解放される容量の合計（目

安）

ディスク容量 PC内の各ドライブの全体容量・使用中容量・空き容量
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項目 内容

詳細情報 vssadmin list shadowstorage コマンドの実行結果をそのまま表示

「更新」ボタン 上記の情報を最新の状態に再取得します

「自動保存データを削除」ボ

タン

保存されている自動保存データをすべて削除します（見込み容量が0の場合は押せま
せん）

削除すると何が起きるか

「自動保存データを削除」を押すと、確認ダイアログの後に vssadmin delete shadows /all /quiet コマンドが実行
され、保存されているデータがすべて削除されます。削除処理が完了すると、画面上の情報は自動的に最新の状態へ更新

されます。

| 反映タイミング | 即時反映 |

⚠️ 注意：

削除すると、これまでの「システムの復元」機能で戻れる過去の状態（復元ポイント）が失われます。

バックアップソフトを使用している場合、そのソフトが一時的に保存しているデータも一緒に削除される場

合があります。

この操作は取り消せません。削除前に必ず確認ダイアログが表示されます。

おすすめプリセット

プリセットボタンを押すと、対象の項目が一括でONになります。

プリセット名 対象ユーザー 含まれる項目

全員推奨 すべてのユーザー
安全で副作用の少ない項目のみ。初めて使う方はここから始めること

を推奨します。

デスクトップ

向け

固定回線・デスクトップPC
利用者

全員推奨 ＋ ノートPCの機能（センサー・ホットスポット等）が不要
な環境向けの項目。

ゲーマー向け
ゲームをメインに使うユー

ザー

全員推奨 ＋ FPS・レイテンシ改善・バックグラウンド処理排除に特化
した項目。

非ゲーマー向

け
ゲームをしないユーザー

全員推奨 ＋ デスクトップ向け ＋ Xbox関連サービスを無効化する項
目。

プリセットのキャンセル

プリセットを適用すると「プリセットをキャンセル」ボタンが表示されます。

このボタンを押すと、プリセット適用前の状態にすべての項目を一括で戻すことができます。

注意： 別のプリセットを適用・バックアップ作成・復元を行うと、キャンセルはできなくなります。

バックアップと復元

WinTrim は操作前に万が一に備えたバックアップ機能を提供しています。

自動バックアップ

アプリ起動時に現在のレジストリ状態を 自動的にサイレントで保存します。ダイアログや通知は表示されません。
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保存先：%AppData%\WinTrim\Backups\（例：C:\Users\ユーザー名\AppData\Roaming\WinTrim\Backups\）
ファイル形式：Windows標準の .reg ファイル
1日1回のみ保存（当日分が既にある場合はスキップ）
最大 10件 まで保持。11件目以降は古い自動バックアップから自動削除されます

手動バックアップ（バックアップ作成ボタン）

ヘッダーの「バックアップ作成」ボタンから任意のタイミングで保存できます。

1. 「バックアップ作成」ボタンをクリック
2. バックアップ名を入力してEnter（またはOKボタン）
3. 自動バックアップと同じフォルダに保存されます

件数制限なし

保存先はアプリが自動管理（ファイル保存ダイアログは表示されません）

復元（復元ボタン）

ヘッダーの「復元」ボタンからバックアップ一覧を表示し、元の状態に戻せます。

1. 「復元」ボタンをクリック
2. バックアップ一覧から復元したいものを選択

「自動保存」バッジ：自動バックアップ

名前付きの項目：手動バックアップ

各行に保存した 日時 が表示されます
3. 確認ダイアログで「はい」を選択
4. regedit /s コマンドでレジストリが復元されます
5. 画面上のトグルスイッチの状態が自動的に更新されます

注意： 復元後は Windowsを再起動 することで設定が完全に反映されます。

バックアップの削除

復元ダイアログでバックアップを選択した状態で「削除」ボタンを押すと、そのバックアップを削除できます。削除前に

確認ダイアログが表示されます。

反映タイミングについて

各項目にはバッジで反映タイミングが表示されます。

バッジ 意味 詳細

🟢 即時反映
トグル操作直後に反

映

WM_SETTINGCHANGE シグナルをOSに送信します。操作中は一時的に待
機カーソルが表示されます。

🟡 Explorer再
起動後

エクスプローラー再

起動後に反映

タスクマネージャー→エクスプローラーを再起動、またはサインアウト・
サインインで反映されます。

（バッジなし） 再起動後 Windowsを再起動すると反映されます。

注意事項

操作前に必ずバックアップを作成してください。 WinTrim は起動時に自動バックアップを作成しますが、手動バッ
クアップも合わせて行うことを推奨します。

一部の項目（TrkWksなど）はWindowsのアクセス制御（ACL）により権限エラーが発生する場合があります。その
場合はトグルが元に戻り、ステータスバーにメッセージが表示されます。
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設定の多くは Windowsを再起動 した後に有効になります。
企業のドメイン環境・業務用PCでは、グループポリシーの設定が優先される場合があります。
WinTrim は個人利用を目的としています。業務環境への適用は管理者に確認の上で行ってください。
不具合が発生した場合は、復元機能を使用して元の状態に戻してください。

10. 作者への連絡先
ご意見・ご要望・不具合報告は、以下の連絡先までお願いします。

メール: nori3.dev@gmail.com
X（旧Twitter）: https://x.com/nori91407752
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